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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　台紙と、この台紙上に粘着剤を介して剥離可能に仮着された表示ラベルとからなる荷札
であって、
　前記表示ラベルには、
　配送先および送り元を記入する配送情報が記載される情報領域と、受領印としての押印
部を有した受領確認領域と、を有し、
　前記受領確認領域を切り離し可能に設けられた切り込みと、
　前記受領確認領域に形成した前記切り込みを囲むように前記台紙に形成した切り込みと
、
前記情報領域と前記受領確認領域とに跨って荷情報に関するバーコードが印刷されており
、
　前記台紙に形成した切り込みにより、前記受領確認領域の台紙が前記表示ラベルに貼り
付いた状態で情報領域の粘着剤が露出して、
　前記粘着剤を介して荷物に貼付することを特徴とする荷札。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、流通等において配送される荷物に貼付されて、配送先や配送元の情報、ならび
に、配送後の受領確認を得られるようにした荷札に関するものである。
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【０００２】
【従来の技術】
従来、荷物に貼付されて、配送先や配送元の情報、ならびに、配送後において受領確認を
得られるようにした荷札が、たとえば、特開平８－３６３５９号公報において提案されて
いる。
【０００３】
この従来における荷札は、台紙上に、粘着層を介して第１の荷札を積層し、さらに、この
第１の荷札上に、粘着層を介して第２の荷札を積層した構成となっており、第２の荷札に
書き込まれる配送先や配送元の情報が、下方の第１の荷札に転写され、また、第２の荷札
には、受領印等が押印される受領確認領域が形成されている。
【０００４】
そして、荷物の配送時に、作業員は、第２の荷札に記載されている配送先の情報に基づき
配送を行い、配送先に配送したときに、第２の荷札に形成されている受領確認領域に受領
印をもらった後に、この第２の荷札を剥離して受領証とし、第１の荷札は、荷物に貼付し
た状態で残されるようになっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、このような従来の荷札にあっては、ほぼ同一形状の荷札を２枚積層した構成で
あることから、荷札全体を構成する用紙の量が多いといった不具合や、これらを剥離可能
に仮着する粘着剤の量も多量なものとなるといった不具合がある。
【０００６】
本発明は、このような従来の問題点に鑑みてなされたもので、荷札に要求される機能を確
保しつつ、使用する材料を極力少なくすることの可能な荷札を提供することを目的とする
。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明の請求項１に記載の荷札は、前述した目的を達成するために、台紙と、この台紙
上に粘着剤を介して剥離可能に仮着された表示ラベルとからなる荷札であって、前記表示
ラベルには、配送先および送り元を記入する配送情報が記載される情報領域と、受領印と
しての押印部を有した受領確認領域と、を有し、前記受領確認領域を切り離し可能に設け
られた切り込みと、前記受領確認領域に形成した前記切り込みを囲むように前記台紙に形
成した切り込みと、前記情報領域と前記受領確認領域とに跨って荷情報に関するバーコー
ドが印刷されており、前記台紙に形成した切り込みにより、前記受領確認領域の台紙が前
記表示ラベルに貼り付いた状態で情報領域の粘着剤が露出して、前記粘着剤を介して荷物
に貼付することを特徴とする。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施形態について図面を参照して説明する。
図１および図２において符号１で示す荷札は、台紙２と、この台紙２上に粘着剤Ｚを介し
て剥離可能に仮着された表示ラベル３とからなり、この表示ラベル３には、配送情報が記
載される情報領域Ａと、この情報領域Ａの近傍に切り離し可能に設けられた受領確認領域
Ｂとが設けられ、前記台紙２に、前記受領確認領域Ｂに対応する部位を他の台紙部分から
切り離し可能にする切り込み４を形成した概略構成となっている。
【０００９】
前記情報領域Ａには、配送先の郵便番号や電話番号、また、住所や氏名等を記入する第１
の情報領域５と、送り元の郵便番号や電話番号、また、住所や氏名等を記入する第２の情
報領域６とが形成されている。
【００１０】
また、前記受領確認領域Ｂは、略長方形状に形成されており、その領域に沿った切り込み
４によって、前記情報領域Ａから切り離し可能となされている。
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【００１１】
さらに、前記台紙２に形成された切り込み７は、図１に示すように、前記受領確認領域Ｂ
を形成する切り込み４を取り囲むようにして形成されており、前記受領確認領域Ｂには、
受領印の押印部８が形成されている。
【００１２】
一方、本実施形態においては、図１に示すように、前記受領確認領域Ｂに、荷情報に関す
るバーコード９が印刷されており、このバーコード９は、前記受領確認領域Ｂおよび情報
領域Ａとに、同一の荷情報が記載されるように、これらの両領域Ａ・Ｂに跨って印刷され
ている。
【００１３】
ついで、このように構成された本実施形態の荷札１の使用方法について説明する。
【００１４】
まず、第１の情報領域５および第２の情報領域６のそれぞれに必要事項を記入した後に、
台紙２を剥離する。
このとき、前記台紙２には、受領確認領域Ｂに対応した部位に切り込み７が形成されてい
ることにより、図３に示すように、この受領確認領域Ｂに対応した部位が、前記表示ラベ
ル３に貼り付いた状態で台紙２が剥離され、前記受領確認領域Ｂに対応した部位以外の部
分において粘着剤Ｚが露出させられた状態となされる。
【００１５】
この状態において前記表示ラベル３を、配送すべき荷物の所定位置に、前記粘着剤Ｚによ
り貼付する。
これによって、荷物に、その配送情報が表示され、配送手続きが可能となる。
【００１６】
そして、配送先においては、受取人による受領印押印部８への押印が完了すると、図４な
いし図６に示すように、受領確認領域Ｂを表示ラベル３から剥離し、受領証として使用す
る。
このようにして剥離された受領確認領域Ｂは、その裏面に粘着剤Ｚが残っていることから
、この受領確認領域Ｂを、粘着剤Ｚを用いて配達記録帳等に貼付することが可能である。
【００１７】
このように、本発明の荷札１にあっては、１枚の表示ラベル３によって、配送情報の表示
機能と、受領証の発行機能とを確保することができ、荷札１に要求される機能を確保しつ
つ、使用する材料を極力少なくすることができる。
【００１８】
さらに、本実施形態においては、荷情報に関するバーコード９が印刷されており、このバ
ーコード９が、前記受領確認領域Ｂおよび情報領域Ａとに、同一の荷情報が記載されるよ
うに、これらの両領域Ａ・Ｂに跨って印刷されていることにより、受領証として剥離され
る受領確認領域Ｂに残る荷情報と、配送された荷物に残る表示ラベル３との荷情報が確実
に一致する。
【００１９】
なお、前記実施形態において示した各構成部材の諸形状や寸法等は一例であって、設計要
求等に基づき種々変更可能である。
たとえば、前記情報領域Ａのレイアウト等は、荷札の使用目的等によって適宜変更される
ものであり、また、受領確認領域Ｂの形状もまた任意に設定されるものである。
【００２０】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明に係わる荷札によれば、１枚の表示ラベルによって、配送情
報の表示機能と、受領証の発行機能とを確保することができ、荷札に要求される機能を確
保しつつ、使用する材料を極力少なくすることができる。
また、荷情報に関するバーコードを、前記受領確認領域および情報領域とに、同一の荷情
報が記載されるように、これらの両領域に跨って印刷することにより、受領証として剥離
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される受領確認領域に残る荷情報と、配送された荷物に残る表示ラベルとの荷情報を確実
に一致させることができる。
さらに、既存のラベルに切り込みを入れるといった簡単な加工によって本発明の荷札が得
られ、既存のラベルを有効利用することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態を示す正面図である。
【図２】本発明の一実施形態を示す縦断図である。
【図３】本発明の一実施形態を示すもので、台紙を剥離した状態を示す縦断面図である。
【図４】本発明の一実施形態を示すもので、受領確認領域を剥離した状態を示す縦断面図
である。
【図５】本発明の一実施形態を示すもので、受領確認領域を剥離した状態を示す正面図で
ある。
【図６】本発明の一実施形態を示すもので、剥離した受領確認領域を示す正面図である。
【符号の説明】
１　荷札
２　台紙
３　表示ラベル
４　切り込み
５　第１の情報領域
６　第２の情報領域
７　切り込み
８　受領印押印部
９　バーコード
Ａ　情報領域
Ｂ　受領確認領域
Ｚ　粘着剤
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